
漆
工
科

（
卒
業
製
作
）
蒔
田
実
「
螺
細
秋
草
蒔
絵
紙
箱
」
、
沢
木
彦
門

「江
辺

に

千

〔
洗
粉
〕

鳥
蒔
絵
茶
箱
」
、
三
村
耕
三
「
松
風
蒔
絵
渫
豆
箱
」
、
前
川
佐

一

秋
草
蒔
絵
手
箱
」
、
藤
岡
金
吾
「
龍
田
川
蒔
絵
硯
箱
」

（
卒
業
制
作
）
山
下
英
夫
「
象
置
香
炉
」
、
石
田
英

鋭
「
仙
釜
瓶
」

鍛
金
科

彫
金
科

「
風
前
に

西
洋
画
科

（
平
常
成
績
油
画
）
窪
田
喜
作
「
夏
の
夕
」
、
矢
崎
千
代
治
「
夏
」
、
紫
崎
恒

信
「
秋
の
夕
」

彫
刻
科

（
卒
業
製
作
木
彫
）
長
愛
之
「
少
女
鶏
を
愛
す
」
、
船

井
登
久
太
郎
「
老

爺
」
、
前
島
交
吉
「
汐
干
狩
」

図
案
科

（
平
常
成
績
）
千
頭
庸
哉
外
四
人
「
蒔
絵
文
台
下
図
五
種
」
、
小
檜
山
右
近

外
四
人

「
笠
翁
式
書
棚
下
図
五
種
」
、
（
卒
業
製
作
）
吉
田
衡

「
建
築
図

案
」
、
松
長
長
三
郎
「
同
上
」
、
大
槻
才
吉
「
同
上
」

（
卒
業
製
作
）
山
本
正
三
郎

「
打
出
し
人
物
円
額
」
、
海
野
豊
三
郎

「
出
山

釈
迦
立
像
」
、
滝
本
友
太
郎
「
江
の
島
夜
景
額
図
」

「群
兎
置
物
」
、
曽
根

鋳
金
科
明
治
二
十
五
年
六
月
東
京
美
術
学
校
製
作

「
着
色
標
本
」
十
二
点
、
（
研

究
製
作
）
桜
岡
三
四
郎
「
聖
観
音
」
、
（
卒
業
製
作
）
津
田
信
夫
「
婦
人
愁

思
の
状
[
l

元
声
会

（
明
治
四
十
四
年
火
災
焼
残
り
書
類
「
畔
吃
昇
井
匡
L
'-＿五
私
立

m紐
豆
会
社
往
復

書
類
」
に
よ
る
）
。

な
お
、
右
引
用
書
類
に
は
作
品
の
寸
法
、
価
格
、
製
作
年
、
作
品
解
説
等
、

細
か
い
記
載
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

⑨

。
ハ
レ
ッ
ト
倶
楽
部

明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
二
日
付
『
二
六
新
報
』
に
次
の
記
事
が
載
っ
て
い

る。
0
パ
レ
ッ
ト
倶
楽
郡
東
京
美
術
學
校
西
洋
聾
科
在
學
生
拉
に
卒
業
生
及
び

同
校
西
洋
畳
闊
係
者
は
此
度
。ハ
レ
ッ
ト
（
調
色
板
の
意
）
倶
楽
部
な
る
も
の
を

組
織
し
技
藝
家
の
徳
義
及
び
品
行
上
の
制
裁
は
勿
論
技
術
の
錬
磨
を
旨
と
し

相
互
の
親
密
を
計
ら
ん
為
め
毎
月
一
回
づ

4
會
合
し
三
ヶ
月
毎
に
製
作
品
を

集
め
て
之
を
鑑
評
し
優
等
者
へ
は
金
員
を
贈
典
す
る
仕
組
に

て
去
る
土
曜
日

其
第
一
會
を
某
所
に
催
し
規
約
を
定
め
た
る
後
豫
て
調
製
し
置
き
た
る
美
麗

な
る
名
簿
へ
各
々
自
署
し
て
散
會
せ
り
と
誠
に
同
倶
楽
部
の
如
き
は
技
術

家
に
と
り
て
最
も
有
盆
な
る
も
の
な
る
べ
し

⑩
 

明
治
三
十
三
年
三
月
、
川
端
玉
章
門
下
だ
っ
た
若
手
画
家
た
ち
が
元
声
会
を

結
成
し
た
。
会
員
は
福
井
江
亭
、
島
崎
柳
嗚
、
渡
辺
香

涯

（
明
治
三
十
年
本
校

卒
）
、
結
城
素
明
（
同
）
、
大
森
敬
堂
（同
三
十
二
年
本
校
卒
）
、
平
福
百
穂
（
同
）
ら
少

数
で
あ

っ
た
が
の
ち
に
石
井
柏
亭
も
加
わ
り
、
本
年
三
月
の
第
一
回
展
以
降
大

97 第2節 明治 33年



朝兒〔兒〕

『無声会加多呂具』より 表紙

（明治33年11月22日発行）

正
二
年
目
然
解
散
す
る
ま
で
計
十
三
回
展
覧
会
を
開
い
た
。
同
会
は
「
会
規
」

に
「
一
本
会
は
自
然
主
義
を
網
領
と
す
」
と
記
し
、
日
本
美
術
院

・
日
本
絵

画
協
会
の
理
想
主
義
な
い
し
は
浪
漫
主
義
に
対
抗
し
て
自
然
主
義
を
標
榜
し

福井江亭筆 雨後

平福百穂筆 雄鹿半島

第 1章 動 揺

た
。
こ
の
自
然
主
義
と
は
「
常
山
風
水
」
す
な
わ
ち
あ
り
ふ
れ
た
自
然
の
興
趣

を
と
ら
え
て
描
く
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
西
洋
画
の
写
実
的
表
現
法
を
と
り
入
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学
生
生
活

図
案
科
想
ひ
出

〔
中
略
〕

予
の
美
校
に
入
學
し
た
の
は
明
治
一
―
―
十

一
年
の
九
月
だ
っ
た
と
思
ふ
。
田

舎
の
中
學
を
出
た
許
り
で
西
も
東
も
判
ら
な
い
。
況
し
て
圏
案
科
な
ど
い
ふ

⑪ 

小

場

恒

吉

れ
て
日
本
画
の
旧
套
を
打
破
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
「
元
声
会
か
た
ろ
ぐ
序
」
大
村

西
崖
）
。
日
本
画
革
新
の
道
を
こ
う
し
た
方
向
に
向
け
て
切
り
開
こ
う
と
し
た
人

に
小
坂
象
堂
が
あ
っ
た
が
、
元
声
会
は
さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
会
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
素
明
と
百
穂
で
、
彼
ら
は
本
校
日
本
画

科
を
卒
業
し
た
の
ち
さ
ら
に
西
洋
画
科
に
入
っ
て
デ
ッ
サ
ソ
を
学
び
、
玉
章
に

学
ん
だ
円
山
派
写
生
画
法
か
ら
脱
却
し
て
行

っ
た
。
中
で
も
百
穂
は
、

素
明
が

漫
画
風
の
軽
い
作
を
多
く
出
品
す
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
の
に
対
し
て
生
真

面
白
な
態
度
で
写
生
の
研
究
に
つ
と
め
、
率
直
に
対
象
を
描
い
た
。
彼
は
本
校

の
卒
業
制
作
に
「
田
舎
嫁
入
」
と
題
す
る
題
材
、
空
問
表
現
、
筆
法
と
も
に
抜

き
ん
で
て
新
鮮
な
作
品
を
制
作
し
て
そ
の
オ
腕
と
自
然
主
義
的
な
方
向
性
を
早

く
か
ら
示
し
て
い
た
。

元
声
会
は
大
村
西
崖
や
平
子
鐸
嶺
（
日
本
画
科
よ
り
西
洋
画
科
へ
転
科
し
明
治
三

十
四
年
卒
業
）
の
強
力
な
支
持
も
あ
っ
て
暫
く
盛
況
を
続
け
た
。
こ
の
頃
、
西
崖

は
日
本
美
術
院
の
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
ら
の
い
わ
ゆ
る
朦
朧
体
画
風
を
徹
底

的
に
非
難
す
る

一
方
で
元
声
会
や
彫
塑
会
の
自
然
主
義
な
い
し
写
生
主
義
を
称

賛
し
、
新
聞
紙
上
に
盛
ん
な
論
評
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
元
声
会
は
第
五
、

六
回
展
（
明
治
三
十
五
、
六
年
）
を
過
ぎ
た
頃
に
な
る
と
、
そ
の
自
然
主
義
の
旗
織

が
次
第
に
不
明
瞭
に
な
り
、
活
動
も
下
火
と
な
っ
た
。

存
在
を
知
る
由
も
な
く
、
員
直
ぐ
に
日
本
聾
科
を
志
願
し
た
。
嘗
時
應
募
者

は
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
も
の
か
、
出
願
期
限
後
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
受
理

さ
れ
、
山
水
か
何
ん
か
の
新
案
を
か
4
さ
れ
、
夫
れ
が
無
事
通
過
し
た
の
で

あ
っ
た
。
此
時
の
校
長
は
岡
倉
〔
覚
三
〕
校
長
の
後
を
受
け
て
蒲
縫
的
に
任

命
さ
れ
た
女
高
師
校
長
高
嶺
秀
夫
氏
の
兼
務
で
あ
っ
た
。
有
名
な
美
校
騒
動

の
鎮
静
直
後
で
あ
り
、
冠
抱
の
制
服
が
麿
さ
れ
今
日
の
様
な
平
凡
な
洋
服
制

に
な
っ
た
時
で
あ
っ
た
の
で
、
恰
も
維
新
の
際
限
刀
令
が
出
て
も
刀
に
未
練

が
あ
っ
た
様
に
上
級
生
等
に
は
猶
抱
服
登
校
者
が
多
く
、
却
て
我
々
新
入
生

を
羨
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。
諸
先
生
は
几
帳
の
紫
紐
を
肩
か
ら
斜
に
腋
下
に

掛
け
そ
こ
に
何
と
な
く
美
校
と
い
ふ
特
異
性
の
趣
を
表
示
し
て
居
た
。

予
は
直
接
岡
倉
校
長
を
知
ら
な
い
が
、
営
時
高
等
工
業
學
校
長
は
手
島
精

一
氏
で
あ
り
、
蔵
前
に
手
島
、
上
野
に
岡
倉
あ
り
と
學
界
の
雙
璧
と
し
て
光

〔抱
〕

つ
て
居
た
。
岡
倉
校
長
の
美
術
學
校
に
到
す
る
泡
負
鰹
綸
は
、
熱
烈
に
し
て

非
凡
、
数
官
生
徒
を
打
つ
て
一
丸
と
し
、
互
に
心
服
し
合
っ

て
生
死
を
共
に

す
る
の
親
み
が
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
其
門
方
よ
り
諸
大
家
の
輩
出
し
た
こ
と
は

嘗
然
で
あ
っ
て
、
人

々
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。
質
技
の
数
官
は
勿
論
で
あ

る
が
、
學
科
の
方
に
も
一
流
の
學
者
を
招
聘
し
て
数
壇
に
立
た

せ
ら
れ
た

が
、
明
治
三
十
一
年
営
時
に
も
猶
そ
の
な
ご
り
と
し
て
、
黒
川
員
頼

・
小
杉

檻
咄
・
森
鵡
外
•

本
田
種
竹

・

今
泉
雄
作
等
の
諸
先
生
が
居
残
っ
て
居
ら
れ

こ。t
 
黒
川
先
生
は
日
本
歴
史
の
老
大
家
で
あ
り
、
兼
々
藝
術
史
の
権
威
者
と
し

て
特
に
奈
艮
朝
の
歴
史
は
出
色
の
も
の
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
机
上
に
薬
瓶
を

置
い
て
時
々
飲
ん
で
居
ら
れ
た
の
で
、
一

同
を
不
思
議
が
ら
せ
て

ゐ
た
が
、

或
生
徒
が
そ
れ
を
一
口
失
敬
し
た
ら
砂
糖
水
で
あ
っ
た
と
い
ふ
笑
話
も
あ
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